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令和８年度ＮＰＯ総会 

総合司会 錦谷陽子 

日時 令和８年５月２３日（土） 

１、開会あいさつ   理事長 島本範子 

２、議員点呼    総合司会 

３、議長の選任    総合司会 

４、書記及び議事録署名人の選任  議長 

５、議事 

第１号議案 令和７年度事業報告承認の件 

第２号議案 令和７年度会計収支決算承認の件 

第３号議案 令和８年度事業計画案承認の件 

第４号議案 令和８年度会計収支予算案承認の件 

 

役員名簿 

理事長 島本範子 

副理事長 錦谷陽子 

理事 日沼俊輔 

理事 長渕晃二 

理事 山本富子 

監事 深見智恵 

  



第１号議案 令和７年度事業報告承認の件 

 

令和７年度は、音楽活動においてさらなる躍進の年となった。 

 

１２月に開催したコンサートでは、男性利用者１名が生ドラムによる迫力ある全１６

曲の演奏を披露し、通所当初からの目標を達成した。 

また、令和６年度ピアノリサイタルで主演した男性利用者が全曲のピアノ伴奏を務め

るなど、着実に実力を伸ばしている。ボーカルやパフォーマンス面においても、成長

が見られる利用者が増加した。 

 

ゲストとして、地域イベントでも交流のある湘南美晴太鼓さん及びK’z バンドさんと

のコラボレーションを実施し、利用者のステージに対する意欲向上が見られた。 

また、外部での演奏活動については、病院、行政、コミュニティ事業等からの出演依

頼が増加し、新たな活動の場を広げるとともに、障がい者による音楽活動の発信につ

なげることができた。 

 

７月に実施した合宿では、ミュージカル「ライオンキング」を観劇し、プロによる舞

台に触れることで、表現やステージに対する理解を深める機会となり、今後の意欲向

上につながった。 

また、合宿所ではバーベキューを行い、薪割りや火起こし等の体験をした。また男性

利用者は屋外でテント泊を経験するなど、貴重な体験を得る機会となった。 

 

生活面での支援としては、令和６年３月より実施している出張美容室に加え、マッサ

ージやネイルケア等、美容・衛生・健康面に配慮した出張ケアを導入し、看護師によ

る助言や施術を受ける機会を月１回設けた。その結果、心身のリラックスにつなが

り、健康面の維持・向上に寄与した。 

 

自立支援の面では、グループホームの体験入所を経て、２名の利用者が入居を開始

し、自立に向けた第一歩を踏み出した。 

また、体験入所やショートステイ、ガイドヘルパー等の福祉サービス利用者も増加し

ており、自立に向けた取り組みが進んでいる。一方で、体験後における本人の意思決

定支援に沿った継続的な支援体制の構築が課題として挙げられる。 

 

職員体制については、４月に男性職員１名が入社したことにより、これまで意思疎通

が難しかった利用者においても徐々に自己表現が見られるようになるなど、支援の幅

が広がった。特に男性利用者への支援体制が強化された。 

 



一方、昨年度より課題となっている賛助会員の増加については、大きな改善には至っ

ていない。寄付金や支援金の確保に向けたセミナー等への参加を行ったものの、引き

続き重要な課題として取り組む必要がある。 

新事業所への移転については進展があり、令和８年６月に移転を予定している。 

 

以上をもって、令和７年度事業報告とする。 

  



第２号議案 令和７年度会計収支決算承認の件 

 

  



  



 



第 3 号議案 令和８年度事業計画案承認の件 

 

今年度は新事業所への移転が決定しており、従来よりも広いスペースでの活動が可能

となる。事業所内には音楽スタジオ及び菓子製造所を併設し、さらなる売上の向上が

期待される。 

 

音楽スタジオにおいては防音設備を整備し、カフェ利用と併せて音楽を楽しめる空間

を提供することで、これまで以上に臨場感のある演奏環境の実現を目指す。 

また、外部の方へのスタジオ貸出を行うことで、地域との新たな交流機会の創出にも

取り組む。 

さらに、集合住宅への入居に伴い、入居者との交流を視野に入れたイベントの開催や

カフェメニューの工夫等についても検討していく。 

 

今年度の合宿については、静岡県島田市のコミュニティイベントから依頼を受け、１

時間のライブ演奏を実施する予定である。他県の方々との交流を通じて、新たな経験

の機会となることが期待される。 

あわせて、ちびまる子ちゃんランドの見学や機関車トーマスの乗車体験など、余暇活

動も計画している。 

宿泊先については、野外活動センター山の家を初めて利用する予定であり、新たな体

験や発見を通じて、利用者の経験の幅を広げ、自立や意思決定支援につなげていく。 

これらの合宿での経験を通じて、自立した生活のイメージ形成を促し、グループホー

ムの体験利用や入居といった将来的な自立への移行を支援する。 

 

職員体制については、令和８年度も福利厚生の充実及び待遇向上を図り、働きやすい

職場環境の整備を進める。有給休暇取得の促進や、スキルアップ・研修機会の充実に

ついても引き続き取り組む。 

 

収支面においては、移転後の来客数増加に伴う収入増が見込まれる一方で、内装改修

に伴う借入金返済や家賃増加等により支出の増加が想定される。そのため、助成金、

補助金、寄付金等の外部資金の確保が重要な課題となる。 

また、利用者による設備破損時の費用負担の在り方や、物価高騰への対応についても

検討を進める。 

 



あわせて、寄付募集の強化や常設型クラウドファンディングの活用等により、支援者

の拡大及び安定的な資金確保に取り組むとともに、新規利用者の獲得にも努める。 

 

以上をもって、令和８年度事業計画とする。 

 

 

  



第４号議案 令和８年度会計収支予算案承認の件 

  



 


